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地域座談会（大栄地区会場） 意見交換記録 

と き  平成２６年５月１２日（月曜日） 

                        午後７時３０分から午後９時４分 

ところ  中央公民館大栄分館 

                   参加者  ２２人 

番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 

１ 北条畑かん道

路の維持管理

について 

 

●地域内に北条畑かんの除外地が

たくさんあり、少しずつ宅地化し

ている。その中で、道路の修繕や

砂利の補整をお願いしたが、土地

が北条畑かんであるため、対象外

となった。 

町道や認定外道路には砂利や砂の

支給をしているが、北条畑かんの

農道にも支給してもらうことはで

きないのか。北条畑かんの農道を

町道に格上げいうことも考えても

らえないか。 

●認定外道路（赤線）と利用頻度

の少ない町道や農道については、

原材料支給をしていますが、北条

砂丘土地改良区の道路は改良区が

維持管理すべきだと考えます。 

現状等を見て、町、砂丘改良区、

自治会の三者で相談したいと思い

ますので、引き続きご協力をお願

いします。 

 

２ 通学路の安全

確保について 

●農協前のガソリンスタンド付近

の歩道はスタンドの給油口がある

ため一部が狭くなっている。子ど

もたちは、2 列になって通学する

が、狭くなっている部分では 1 列

にならなくてはならず、通学に支

障が出ている。 

ガソリンスタンドもなくなった

ので、信号付近の歩道を整備して

ほしい。県道なので県の所管だと

思うが、町からも要望してほしい。 

●従来から、県に何度か立会って

いただいたり、協議したりしてい

ますが、用地買収やガソリンスタ

ンドの形状の問題で、そのような

状態が続いています。 

現在、営業していないというこ

とですので、引き続き県に働きか

けたいと思います。 

 

３ 

 

不法投棄につ

いて 

●不法投棄されている場所は林の

中や山の中である。道端に駐車ス

ペースがあると、そこから廃棄し、

それが谷底に落ちていき、谷川に

も流れていく。 

 不法投棄を片付けても、また投

棄されるという現実がある。 

 あちこち捨ててあるので、よく

見て回ってどうするのが一番良い

のか考えてほしい。所有者に全て

●不法投棄については、1 市 4 町

（中部地区）の不法投棄対策協議

会があり、県には不法投棄監視員

がおられて、中部管内をパトロー

ルされています。 

 住民からの通報や監視員からの

通報があり、不法投棄の場所が分

かると現場に行って、所有者が誰

かを確認して撤去の要請をしてい

ます。 
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の責任を被せるのは大変なことだ

と思うので、よく考えてほしい。 

基本的には所有者に撤去をお願

いしたいと考えおり、その支援と

して、この度補助金制度を設けた

ところです。 

 大がかりな投棄物や緊急性を要

する場合には町も県の補助を受け

て撤去するということも考えられ

ます。状況を確認しながら、撤去

を進めていきたいと考えていま

す。 

（町長補足）不法投棄がたくさん

あって困っています。町の補助事

業を説明いたしましたが、自治会

等で出来ることはしていただきた

いと思いますが、どうしても出来

ない時は町も一緒に取り組む必要

がありますので、お知らせしてく

ださい。 

４ 特定健診の受

診率向上につ

いて 

●国保の特定健診の受診は 3 分の

1 である。3 分の 2は何故受診しな

いのか。把握できているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●3 分の 2 近くが受診の意識がな

く、「なんとなく」「暇がない」と

●特定健診が始まってから、受診

されていない方を対象に町でアン

ケートを取ったことはありません

が、いろんなところで調査はされ

ており、「何となく」「自分は元気

だから」「暇がないから」など、そ

の理由は様々ですが、一番多い理

由は「何となく」です。 

受診されていない方の中には

「すでに病院にかかっているか

ら」「治療しているから」と言われ

る方もありますので、その場合に

はかかりつけ医での受診のうちの

1 回を健診にしていただきたいと

中部医師会等の医療機関にお願い

しているところです。 

3 分の 2 が全く医療機関に掛か

っていないというわけではないと

思います。 

●特定健診やがん検診でも早期発

見が大切です。 
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いう理由で受診していないことは

とても大きな問題ではないかと思

う。 

 自分は農家だが、体が元気でな

いと農家の経営は成り立たない。

近い年代が突然亡くなり、話を聞

くと受診していなかったというこ

とがあった。受診しても分からな

い時もあるが、最低限、チャンス

があれば受診すべきである。個々

の価値観もあるかもしれないが、

もっと強力に推進すべきであると

思う。 

 

 

 

 

 

●啓発活動はいろんな分野でとて

も大事だと思っている。知ってい

て受けない人もいるが、知らなく

て受けない人もいる。最低限、知

ってもらうことが大切である。 

今月 16 日、町内の農業生産者の

代表の方や健康推進員の代表の方

に集まっていただき、情報共有し

て、何が出来るかを考えていこう

という会の第 1 回を開催する予定

です。 

 農家の方は体が元気でないと農

業できませんが、ただ「忙しいか

ら」と受診していない人もいると

思われます。 

役場の職員だけではこれ以上進

んでいかないということを感じて

おり、例えば、農業の生産者の方

の総会で町の保健師が話をした

り、チラシを配っていただいたり、

口コミで誘い合っていただく等、

皆さんと一緒に広げたいと考えて

います。 

（町長補足）啓発を進めていきた

いと思います。今までも啓発をし

てきているわけですが、数字を見

ると 3 分の 2 の方が受診していま

せん。一生懸命に啓発を行い、受

診してもらいたいと思います。そ

して、早期に病気が発見できれば、

医療費も安くなり、健康をすぐ取

り戻せます。国保は事業者が加入

しており、農業者や商業者がおら

れます。農業者や商業者の会があ

りますので、そのような場で健康

づくりの説明をすべきだと思って

います。 

５ コナンのまち

づくりについ

て 

●コナンのまちづくり事業は、収

入はいくらで、小学館に対する支

払いがいくらか示してほしい。 

●収入としては青山剛昌ふるさと

館の入館料があたりますが、おお

よそ 4,000 万円代です。小学館に

は約 1 割の 400 万円相当を入館料

に対するロイヤリティーとして支

払っています。 

昨年12月にコナン駅の愛称化を
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行い、駅構内の装飾や看板の設置

等を行いました。愛称化の著作権

使用料として税込みで 105 万円お

支払いしました。 

 


